
１．はじめに
日本河川・流域再生ネットワーク（通称JRRN）は、

良好な河川の保全・再生が創り出す健全な水循環
系及び歴史・文化と共存する地域社会の実現に向
け、河川再生について共に考え次の行動へと後押し
する未来志向の情報を交換・共有することを通じ、
各地域に相応しい河川再生の技術や仕組みづくり
の発展に寄与することを目的に１）、2006年（平成18
年）11月に設立されました。地域発、地域協働の手
作り型の自然再生である『小さな自然再生』のバッ
クアップなど、地域に根差した活動を行っているの
が特徴です。また、JRRNはCRRN（中国）やKRRN
（韓国）といった、アジア各国の河川・流域再生の
ネットワーク組織が参加するARRN（アジア河川・
流域再生ネットワーク）の日本の窓口としても重要
な役割を担っており、毎年、ARRNのフォーラムや
運営会議へ参加しています。本稿では、令和7年9
月にオーストラリアのブリスベンで開催された国
際河川シンポジウムでのARRNの技術セミナー及
び運営会議について報告したいと思います。

２．第21回水辺流域再生国際フォーラム
第21回水辺流域再生国際フォーラム（以下「国際

フォーラム」という）（図１）は、第26回国際河川シ
ンポジウム（International River Symposium, IRS）の
1つのセッションとして行われました。国際フォー
ラムでは、ARRNメンバー以外からの参加者も多く
みられるなど、活発な議論が展開されました。
日本からは、①『Successes and failures of river 

restoration in Japan.(日本における自然再生の成功
と失敗)』（発表者：土屋代表理事）（写真1）と、②
『Suggest of a new river environment management 
method based on understanding river topography 
and land cover conditions through remote sensing.
（リモートセンシングを用いた河川地形及び地被状
況の把握技術に基づく、新たな河川環境管理手法の
提案』（発表者：森本洋一）（写真2）の2件の発表を
行いました。①の発表では、江戸時代や近世以降の
日本の川づくり（治水、環境、親水）等の事例を通し
て、自然再生の成功例と失敗例を報告しました。聴
衆からは、日本の川づくりの歴史や環境、親水面で

の配慮、どのように川を良くしてきたのか等につい
て、活発な質問が飛び交い、オーストラリアにおい
て日本の川づくりへの関心が高いことを伺い知る
ことができました。②の発表では、地形データの取
得方法や河川の生息場の評価方法といった具体的
な質問があり、オーストラリアにおいても、新技術
の活用について関心が高いことが伺えました。

３．第19回ARRN運営会議
ARRNの運営会議は、クイーンズランド工科大学
のOld Government Houseで行われました（写真3）。
会議では、前回の運営会議以降のARRNや各国の
ネットワークの活動内容を共有することから始ま
り、最後に、ARRN事務局の中国から韓国への移管
を行いました（写真4）。また、CRRNから、『アジア
河川賞』の設置に関する提案があり、今後、具体的
な検討をしていくことが決まりました。
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図 1　国際フォーラムのプログラム

■落語の力を借りて、見えないものを見せる
【杉本】それに関連して、伺ってみたいことがある
んです、あんこさんに。
【林家】突然ですね、何でしょう。
【杉本】いい状態の水辺がまだ目の前にない段階で、
見えてないもの（ゴール）を見せる（想像させる、現
前化する）にはどうしたらいいでしょうか。何かう
まい伝え方とかあれば、落語家さんの視点から伺っ
てみたいです。
【林家】そうですね。具体的なことが言えなくて申し
訳ないんですけど。こうすれば良かったなと思うこ
とをひとつ。7年ほど前に、隅田川沿いのカフェで
落語会を開いたことがありましたので、そういう場
で今日の皆さんのようなスペシャルゲストを呼ん
で、トークあり、最後に川や海辺に関する落語を聞
いてもらうイベントが出来てもよかったのかなっ
て思いました。実際に水辺がある現場で噺をするこ
とで、いろんな年齢層の人たちも水辺に引っ張って
来れたかもしれないな、と。墨田区ではミズマチと
いう水辺の拠点施設を活用しようという話もあっ
て、そこなら若い世代もたくさん訪れますし。

■水辺の利用、水辺の文化が広がっていくために
【木村】ちょっと話がずれるかもしれませんが、芝
浦辺りの狭い運河を通っていると、運河が狭い分、
遊歩道が近くて、道行く人との距離も近い、おまけ
に橋も低い。普段通れない場所や景色に触れて、国
内外を問わずお客さんが結構喜ばれるんですよ。一
方で、ずばり言ってしまうと、我々は御用命があれ
ば両国や浅草、スカイツリー方面にも船を出すんで
すが、隅田川を北上しながら気づくのは川幅がまず
広い、橋が高い。これは仕方がないとして、圧倒的
に遊歩道を歩いてる人が少ないんです。そうする
と、見所のない単調な景色が続くからなんでしょう
かね、急にお客さんがスマートフォンを眺め出す。
この時間がつらいんです。私が以前、水辺の利活用
に関するとある打合せに出た時に、川沿いの遊歩道

のイメージをコミカルに表現した参加者がいて、、、
それは「暇そうなサラリーマンがたばこを吸ってる
場所」という。確かにそうなんです。遊歩道もかな
り整備されたことは見てきましたが、人通りが圧倒
的に増えたのかと言われるとそうでもない。拙速に
事は進まないのかもしれませんが、地元の方を中心
に少しずつマルシェが開催されたり、運動体が盛り
上がっていることももちろん存じ上げています。で
すのでセーヌ川のほとりのように、地元の人も観光
客もそぞろ歩いてるようなまちにならないものか
なって、いつも船から見ながら思いますね。
【山口】確かに先ほど話に出た「水辺は日常であり生
活の延長であることが大事」に通じるかもしれない
ですね。落語も、日常の生活の場だから噺の舞台に
なるわけですし、水辺が噺の彩りにもなっている。
恐らく水辺の日常のアクティビティをどうやって
つくっていくのかということが、遠回りかもしれな
いけれども、水辺のカルチャーをつくっていく意味
で本当に大事だなと思って皆さんのお話を伺って
おりました。堤防のありかた、河川の整備や管理の
ありかたの一つ一つが、生活の舞台としてつくられ
ていくようなことがさらに促進されると、日常の中
での水辺の利用、さらに水辺の文化が広がっていく
のかもしれないですね。
飲食も生活の一つですし、スポーツも、芸能も。

いろんな人たちが、ビジョンをうまいことつくりな
がら、さらにそれをうまく取り込みながら議論する
場があちこちで生まれたら、ちょっとでもよくなる
かなと感じた次第です。
皆さん、今日は、非常に内容の濃いお話をありが

とうございました。

参考資料
１） ライブハウス「インクスティック芝浦ファクト
リー」のこと。通称「インク」とも呼ばれていた。

▲「すべては、ここでのワンシーンです」
提供：東京ウォータータクシー株式会社
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４．国際河川財団との覚書の調印
河川再生に関する知識や技術の交換、河川の健

全性、生物多様性の促進をはかるために、ARRNと
IRF（国際河川財団）との間で覚書が交わされまし
た。この中では、協働のワークショップの開催や国
際河川賞の選考・審査への協力、共同研究の促進等
が盛り込まれています（写真5）。

５．ブリスベン川の視察
国際河川シンポジウムに合わせて、ブリスベン川
の視察を実施しました。ブリスベンではブリスベ
ン川を利用した水上バスが、公共交通機関として普
及しています。川沿いには公園や船着き場が整備さ
れ、ブリスベン市民にとって河川は無くてはならな
い存在であることがわかります。またブリスベン川
は連続堤防が無く（必要に応じて特殊堤が整備され
ている）、川と町、そこに住む市民がとても近くに
あることが伺えました（写真6）。一方、ブリスベン
では、2022年に大きな水害が発生していますが2）、
築堤などの治水対策は行われていないように見受
けられました。このことからも、日本とオーストラ
リアでは、市民の“川”に対する考え方が異なって
いるように感じました。

参考資料
１） 日本・河川再生ネットワークホームページ　
https://www.rfc.or.jp/jrrn.html

２） クイーンズランド州ブリスベン市で発生する洪水
被害～ブリスベン市役所による対応を中心に～，
Clair Report No.547，（一財）自治体国際化協
会 シドニー事務所，https://www.clair.or.jp/j/
forum/pub/docs/547.pdf

写真 1　土屋代表理事の発表の様子

写真 3　運営会議の様子

写真 2　筆者（森本）の発表の様子

写真 4　CRRN から KRRN への事務局の移換

写真 5　ARRN と IRF の調印式

写真 6　川からみたブリスベンのビル群

令和7年9月26日（金）、東京ウィメンズプラザ
（東京都渋谷区）にて「第33回リバーフロント研究
所研究発表会」を開催しました。
本発表会は、当研究所の河川や湖沼、海岸などの

水辺に関し、健全な水循環系の再生、災害に強靱な
都市の形成、川を活かしたまちづくり、自然環境の
保全と利用、河川生態の保全や再生、景観形成など
に関する調査研究の成果を発表し、広く活用してい
ただくことを目的に、年１回「リバーフロント研究
所報告」の刊行にあわせて開催しています。
今回は33回目の開催となり、国土交通省や自治

体関係者、学識者、研究機関や民間コンサルタント
の関係者、ならびに当研究所のOB・OG等、140名
あまりの方々にご参加いただき、活発な意見交換が
なされました。
発表会には、来賓挨拶として国土交通省水管理・

国土保全局河川環境課の島本和仁課長よりお言葉
をいただき、神戸大学大学院人間発達環境学研究科
の打田篤彦先生をお招きし、「社会・物理環境から
位置づける私たちのwell-being」と題してご講演い
ただきました。その後、令和6年度当研究所で実施
した研究成果から5題の発表を行いました。

また、当日の模様を録画したものを抜粋して令和
7年10月30日（木）よりオンデマンド配信しており
ますので、是非ご視聴ください。

(https://www.rfc.or.jp/ivent2025_hokokukai.html)
今回の発表内容を含めた令和6年度の調査研究

の成果「リバーフロント研究所報告第36号」は、当
研究所ウェブサイト「リバーフロント研究所報告」
（https://www.rfc.or.jp/book3.html）にてダウンロー
ドが可能ですので、是非ご活用下さい。
公益財団法人リバーフロント研究所は、皆様から

いただいた様々なご意見を踏まえて、今後も河川・
水辺、流域に係る諸問題の調査研究等を通じて社会
への貢献に取り組んで参ります。

第33回リバーフロント研究所研究発表会
企画グループ

島本課長の来賓挨拶

打田先生のご講話

会場参加者との意見交換

●プログラム（於：東京ウィメンズプラザ）
開会の挨拶　代表理事 塚原浩一
来賓の挨拶（敬称略）
　国土交通省水管理・国土保全局河川環境課長
　島本和仁

基調講演（敬称略）
　➢ 社会・物理環境から位置づける私たちのwell-being
　　　神戸大学大学院人間発達環境学研究科
　　　助教 打田篤彦
研究発表
　➢狩野川水系柿田川における在来水生植物の生育
　　ポテンシャルマップを用いた自然再生の検討と
　　実施
　　　自然環境グループ 研究員 伊藤 岳
　　　＜現 復建調査設計株式会社＞
　➢境川かわまちづくり推進検討
　　～境川かわまちづくりの活動内容と現状評価～
　　　水循環・まちづくり・防災グループ
　　　研究員 仁田原汀
　➢河川における自然環境の定量目標設定に関する
　　研究
　　　自然環境グループ 主任研究員 白尾豪宏
　➢河川水辺の国勢調査による順応的な河川環境管理
　　の提案～植生景観と指標植物～
　　　自然環境グループ 研究員 鈴木敏弘
　➢水辺の小さな自然再生の社会実装に向けた事例
　　研究
　　　自然環境グループ 主任研究員 和田 彰
閉会の挨拶　業務執行役 内藤正彦
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